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はじめに
道路利用者の休憩施設に始まる「道の駅」は、平成 5年の制度発足から 20 余年が経過して全国各地に
広がり、現在 1,040 駅が登録されている。主に市町村が設置する「道の駅」は、地域の創意工夫で、特産
品や観光資源を活かす場となり、多くの来訪者で賑わう等、様々な進化を見せている。地方部を中心に立
地し、地場産品等を扱う「道の駅」の総売上は、いまや年間 2,100 億円（平成 24 年度）と、コンビニチェー
ンにも匹敵する規模に成長し、雇用等の効果を、地域に直接もたらしている。

１．国の支援制度の概要
「道の駅」が多様な進化により複合的な政策課題に効果を発揮し始めた現状を見れば、各地域が個性を
生かして対峙すべき地方創生という課題に対して、「道の駅」が果たす役割が示唆されている。既に一定
の成功を収めている事例の分析により、地方創生に向けて機能を発揮する「道の駅」の類型を「ゲートウェ
イ型」と「地域センター型」の二つに大別した。（表 1）

表１：地方創生の拠点となる「道の駅」の類型別機能イメージ
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（1）ゲートウェイ型

進化する「道の駅」の機能強化を図る国の取組進化する「道の駅」の機能強化を図る国の取組
～先駆的なモデル箇所選定と関係機関による総合的な支援～～先駆的なモデル箇所選定と関係機関による総合的な支援～
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今後の人口減少社会で地域の活力をいかに維持していくかという課題に対し、観光振興等によって交
流人口の増加を図り、不利を克服していくことが1つのアプローチとなる。その際、ゲートウェイ型の「道
の駅」は、来訪者がまず目指す目的地となり、“地域の顔”として機能する。本年 6月に閣議決定した「日
本再興戦略」では、「世界に通用する魅力ある観光地域づくり、外国人旅行者の受入環境整備のため、「道
の駅」等における観光情報の提供を促進するとともに、これらを拠点とした周遊観光を促進するための
制度を検討する」とされたところであり、今後、こうした方向性の具体化を図る。
近年多様化する旅行者ニーズを背景に、観光の形態は団体ツアーから個人旅行へと移行し、マイカー
やレンタカーを利用したドライブ観光の重要性も増大している。それに伴い、事前に企画した有名観光
地を巡る「発地型」観光に対して、地域の食や文化を訪ね、地域との交流や体験を楽しむ「着地型」観
光が注目されている。
翻って「道の駅」を見ると、そこには、地域の特産品や魅力を語る人材等、着地型観光の拠点に必要
な要素を多く備わっており、実際に着地型観光の受入基地として機能している「道の駅」も少なくない。
また、定住人口の直接的な増加や自治体の税収の増加という形で外からの活力を呼び込むために、地
方移住やふるさと納税の窓口として、「道の駅」を活用する取り組みも既にスタートしている。

（2）　地域センター型
「道の駅」を産業や福祉、防災等の複合目的を兼ねる地域センター型とすることにより、地域を支え
る拠点の形成が期待できる。
去る 7月に公表された国土交通省の「国土のグランドデザイン 2050」では、「集落が散在する地域に
おいて、商店、診療所など日常生活に不可欠な施設や地域活動を行う場を、歩いて動ける範囲に集め、
周辺地域とネットワークでつないだ「小さな拠点」を形成する。この「小さな拠点」は、一定のエリア
内においてワンストップで複数の生活サービスを提供することにより、日常生活の「守りの砦」となっ
て周辺の集落を一体的に支えていくだけでなく、「道の駅」等と連携して 6次産業機能等を付加するこ
とにより、雇用を生み出す「攻めの砦」となることが期待される。」とされている。
今後の「道の駅」の活用にあたっては、こうした視点からの検討が求められる。先駆的な取り組みを
進める「道の駅」は、地域ニーズを的確に把握するとともに、創意工夫により、産業、福祉、防災といっ
た課題に対して、地域の活力を生み出す拠点のあり方について、多くの示唆を与えている。

（3）モデル箇所の選定と総合的支援
今般、進化する「道の駅」の機能強化を図り、地方創生の拠点とする先駆的な取り組みを、モデル箇
所として選定し、総合的に支援することとした。支援対象は、ゲートウェイ型及び地域センター型の「道
の駅」の新たな設置またはリニューアル等の企画提案であり、関係機関が連携し、計画段階から総合的
に支援を行うこととしている。
複合的な政策目的を実現する「道の駅」の整備には、これまでも国や都道府県による様々な支援制度
が活用されてきた。ところが、多くの省庁や機関にまたがる制度は個別に検討・適用されてきたことか
ら、必ずしも十分な連携が図られてきたとはいえなかった。それに対し、今次の取り組みは、複数の関
係機関が連携する相乗効果により、企画提案の実現を支援することとしている。（表 2）
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表２　想定される主な支援メニュー

２．充実が期待される機能
（1）インバウンド観光の促進

観光立国の推進は、力強い日本経済を立て直すための成長戦略の柱として掲げられている。昨年の訪
日外国人旅行者は史上初めて 1000 万人を突破したが、なお 2020 年までに 2000 万人という高みを目指
すためには、受入環境のさらなる充実が必要である。
特に、従来、定番とされてきた東京・京都・大阪等の“ゴールデンルート”への企画旅行の枠組みを
超えて、地方部でのレンタカーによるドライブ観光等、新たな形で日本の魅力を楽しむ観光の確立が不
可欠である。そのためには、都市部のみならず地方部においても、外国人旅行者に対して一定のサービ
スを提供することのできる環境整備が求められる。
現状では、多言語案内等、課題は少なくないが、地域の窓口となる「道の駅」が、日本政府観光局（JNTO）

による外国人案内所認定の取得、免税店機能の取得、無線 LANや海外発行カードに対応したATM等、
外国人観光客のニーズに応えるサービスを提供することで、地方部への訪日観光を支える基盤となるこ
とも期待される。

（2）地域の観光総合窓口
地域を訪れた人が、まず「道の駅」を訪れ、宿泊予約や観光施設の手配等、旅のコーディネートをワ
ンストップで提供する。地域全体のゲートウェイ機能を持つ「道の駅」も、各地で登場している。
近隣の観光資源のほか地域全体の案内機能を持つことで、より広域的な周遊観光ルートを形成し、観
光資源の魅力を相乗的に高める効果も期待される。周辺の「道の駅」と連携し、地域の歴史や文化に触
れる機会を提供すること等により、観光資源の価値・魅力を向上させる取り組みも見られる。

（3）地方移住及びふるさと納税の推進
地域の高い関心を反映し、「道の駅」を地方への移住やふるさと納税の促進のために活用する取り組
みも進んでいる。
具体的にいえば、地域外の来訪者も多い「道の駅」の特徴を活かして、空き家や就職に関する情報を
提供する移住相談窓口を設置したり、地域の暮らしを実際に体験するツアーを行ったりする等の取り組
みも増えている。
地場産品や観光資源をはじめとする地域の魅力を発信する「道の駅」は、観光交流だけでなく定住促
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進の面でも役立っている。

（4）地域の特産品を活かした産業振興
「道の駅」を中心に、地域の特産品を活用し、加工所や直販所を設けて地域の産業の活性化を図る取
り組みは、地域の産業振興、6次産業化の一つのモデルとなりつつある。加工所等で高齢者を含めた雇
用機会を創出するとともに、オリジナル商品の開発・販売により、地域に大きな経済効果をもたらして
いる。さらに、その効果は直接的な雇用や利益の創出のみならず、「道の駅」へ出荷する農家や取引先
を通じて、広く地域に波及する。

（5）日常サービス等の福祉機能
人口減少が進み、高齢化が顕著となる中山間地等において、医療・福祉、買い物等の日常サービス機
能をいかに維持していくかという課題に対し、「道の駅」をうまく活用する取り組みも見られる。
集会所や診療所、福祉施設等による地域サービス機能を兼ね備えるとともに、コミュニティバス等の
公共交通ネットワークとの連携を図り、高齢者もアクセス可能な「小さな拠点」を形成する。
さらには、高齢者への宅配サービスや高齢者住宅との連携等、様々な形で、地域の福祉を支える事例
も現れている。

（6）災害時の高度な防災機能
地震や水害・土砂災害等の大規模災害が頻発する中、2004 年 10 月の新潟県中越地震や 2011 年 3 月
の東日本大震災等の経験を通じて、防災インフラとしての「道の駅」の役割が強く認識されることとなっ
た。
具体的な例を挙げると、停電時でも 24 時間利用可能な発電設備、備蓄倉庫、ヘリポート等を備えた
防災機能を活用して、「道の駅」は東日本大震災でも、救命・救急活動、物資集配、住民避難、食料供
給等の拠点として活躍した。
今後は地域との連携をさらに深め、広域的な後方支援拠点や住民の避難場所等として地域防災計画へ
の位置づけ、必要な備蓄、防災機能の強化を平時から進めることによって、防災インフラとしての「道
の駅」の機能を強化していくことが重要である。

３．基礎機能の向上
今回、多様な機能を提供する先駆的な「道の駅」を支援するとともに、「道の駅」を取り巻く環境の変

化を踏まえて、基礎機能を高める取組を併せて実施する。

（1）無料公衆無線 LAN
これまでの情報提供施設では、リクエスト端末による情報提供が主であったが、機器の故障等の課題
も散見されている。今後はスマートフォンやタブレット端末の普及を踏まえ、外国人旅行者を含めて「道
の駅」を訪れる人々が道路情報とともに、観光情報、移住やふるさと納税に関する情報等の地域情報を
入手できるように、無料公衆無線 LANの設置を促進する。



道路行政セミナー　2014.11　5

（2）多機能トイレ
すべての利用者が安心して快適に利用できるようにするために、トイレ機能の充実は重要であるが、
一部の「道の駅」では多機能トイレの未整備等の課題がある。高齢者や障がい者の方々にも利用しやす
い、オストメイト対応の多機能トイレを標準的に設置することとし、トイレを清潔に保つサービス水準
の確保も実施していく。

（3）案内の多言語化等
外国人旅行者の快適・円滑な移動のための環境整備の一環として、「道の駅」における施設案内の多

言語表記を促進する。
また、関係機関と連携した上、
①電気自動車充電施設の導入、②日本政府観光局（JNTO）が認定する外国人観光案内所認定の取得、
③免税店（輸出物品販売場）許可の取得、等の促進を図っていくこととしている。

おわりに
国土交通省では、「道の駅」の一層の機能強化、活用を図るこれら取り組みについて、本年 8月 28 日付
で記者発表を行った。今後、地方創生の拠点を目指す「道の駅」の選定を進めるとともに、関係省庁との
連携を強化し、有効な支援につなげていきたいと考えている。道の駅が自由な発想で進化してきたこれま
での良さは壊さずに、省庁の枠組みを超えて応援できる態勢をとっていく予定である。また、取り組みの
内容や成果については、広く周知することにより、「道の駅」全体のサービス向上につながることを期待
する。
各「道の駅」や設置自治体等においては、ぜひこの機会を活用して、「道の駅」の機能向上を図り、「道
の駅」を地域の魅力発信の場とするとともに、地域の課題解決の場として活用して頂きたいと考えている。
（取組の詳細は、「道の駅」ウェブサイト（http://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/index.html）をご
参照ください。）
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